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2017年度に通級指導を受けている LDの子どもは 16,545人（2006年度比 12.2倍）、ADHDが
18,135人（2006年度比 11.1倍）、ASDは 19，567人（2006年度比 5.0倍）とのことでした。
子ども 1 人ひとりの多様性を認め、学び方の多様性も保障する取り組みが必要となってい
ます。 
 「主体的・対話的で深い学び」の実現と、学びの多様性（learning diversity）の保障を
別の課題とせず、日本の教育の質をさらに高める 2つの契機と捉えたいと思います。 
 2019 年度久留米大学教職課程年報に寄稿された先生方に感謝申し上げるとともに、多く
の方々の参考としていただけましたら幸いです。 
 
 
